
人口・世帯 

付表０－１ 人口の動向（都・全国） 

 

（単位：千人） （単位：千人）

区  分 

2000 

（平成 12）

年 

2005 

（平成 17） 

年 

増減率 

（％） 
区  分 

2000 

（平成 12）

年 

2005 

（平成 17） 

年 

増減率 

（％） 

全  国 126,926 127,757 0.7 25 滋 賀 県 1,343 1,380 2.8

01 北 海 道 5,683 5,627 -1.0 26 京 都 府 2,644 2,648 0.1

02 青 森 県 1,476 1,437 -2.6 27 大 阪 府 8,805 8,817 0.1

03 岩 手 県 1,416 1,385 -2.2 28 兵 庫 県 5,551 5,590 0.7

04 宮 城 県 2,365 2,360 -0.2 29 奈 良 県 1,443 1,421 -1.5

05 秋 田 県 1,189 1,145 -3.7 30 和歌山県 1,070 1,036 -3.2

06 山 形 県 1,244 1,216 -2.3 31 鳥 取 県 613 607 -1.0

07 福 島 県 2,127 2,091 -1.7 32 島 根 県 762 742 -2.5

08 茨 城 県 2,986 2,975 -0.4 33 岡 山 県 1,951 1,957 0.3

09 栃 木 県 2,005 2,016 0.6 34 広 島 県 2,879 2,877 -0.1

10 群 馬 県 2,025 2,024 0.0 35 山 口 県 1,528 1,493 -2.3

11 埼 玉 県 6,938 7,054 1.7 36 徳 島 県 824 810 -1.7

12 千 葉 県 5,926 6,056 2.2 37 香 川 県 1,023 1,012 -1.0

13 東 京 都 12,064 12,571 4.2 38 愛 媛 県 1,493 1,468 -1.7

14 神奈川県 8,490 8,791 3.5 39 高 知 県 814 796 -2.2

15 新 潟 県 2,476 2,431 -1.8 40 福 岡 県 5,016 5,049 0.7

16 富 山 県 1,121 1,112 -0.8 41 佐 賀 県 877 866 -1.2

17 石 川 県 1,181 1,174 -0.6 42 長 崎 県 1,517 1,479 -2.5

18 福 井 県 829 822 -0.9 43 熊 本 県 1,859 1,842 -0.9

19 山 梨 県 888 885 -0.4 44 大 分 県 1,221 1,210 -0.9

20 長 野 県 2,213 2,196 -0.8 45 宮 崎 県 1,170 1,153 -1.5

21 岐 阜 県 2,110 2,107 -0.1 46 鹿児島県 1,786 1,753 -1.9

22 静 岡 県 3,767 3,792 0.7 47 沖 縄 県 1,318 1,361 3.2

23 愛 知 県 7,043 7,254 3.0      

24 三 重 県 1,857 1,867 0.5      

 

資料：総務省「平成 17 年国勢調査」 
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付表０－２ 人口動態（都・全国） 

出生 死亡 婚姻 離婚 

区 分 
出生数 

（人） 

出 生

率

（％）

性比 
死亡数

（人）

死 亡

率

（％）

性比

自

然

増

加

率

（
％
） 

乳

児

死

亡

率

（
％
） 

新
生
児
死
亡
率

（
％
） 

死
産
率
（
％
） 

婚姻 

件数 

婚

姻

率

（
％
） 

離婚

件数

離

婚

率

（
％
） 

1997 
(平成９) 

年 
97,906 8.4 105.6 78,744 6.8 123.7 1.6 3.9 2.0 31.0 81,002 7.0 23,690 2.04 

1998 
(平成 10) 

年 
98,960 8.5 106.1 80,793 6.9 123.6 1.5 3.6 2.0 30.4 82,589 7.1 25,685 2.21 

1999 
(平成 11) 

年 
97,959 8.4 106.0 85,427 7.3 122.0 1.1 3.3 1.8 31.1 81,287 7.0 26,375 2.27 

2000 
(平成 12) 

年 
100,209 8.5 105.7 83,849 7.1 124.0 1.4 3.5 2.0 29.0 87,360 7.4 27,032 2.28 

2001 
(平成 13) 

年 
98,421 8.3 105.6 84,586 7.1 123.0 1.2 3.0 1.6 28.7 88,538 7.4 28,593 2.40 

2002 
(平成 14) 

年 
100,118 8.4 106.4 85,162 7.1 122.8 1.2 2.9 1.7 28.2 84,623 7.1 28,780 2.40 

2003 
(平成 15) 

年 
98,534 8.2 106.4 87,500 7.3 122.2 0.9 3.0 1.4 29.0 84,775 7.0 28,211 2.34 

2004 
(平成 16) 

年 
99,272 8.2 104.8 88,767 7.3 120.3 0.9 2.6 1.2 28.6 84,618 7.0 27,123 2.24 

都 

2005 
(平成 17) 

年 
96,532 7.8 105.7 93,599 7.6 121.1 0.2 2.7 1.3 28.6 85,382 6.9 26,984 2.19 

1997 
(平成９) 

年 
1,191,665 9.5 105.2 913,402 7.3 119.8 2.2 3.7 1.9 32.1 775,651 6.2 222,635 1.78 

1998 
(平成 10) 

年 
1,203,147 9.6 105.4 936,484 7.5 120.7 2.1 3.6 2.0 31.4 784,595 6.3 243,183 1.94 

1999 
(平成 11) 

年 
1,177,669 9.4 105.6 982,031 7.8 119.6 1.6 3.4 1.8 31.6 762,028 6.1 250,529 2.00 

2000 
(平成 12) 

年 
1,190,547 9.5 105.8 961,653 7.7 120.7 1.8 3.2 1.8 31.2 798,138 6.4 264,246 2.10 

2001 
平成 13) 

年 
( 1,170,662 9.3 105.5 970,331 7.7 119.7 1.6 3.1 1.6 31.0 799,999 6.4 285,911 2.27 

2002 
(平成 14) 

年 
1,153,855 9.2 105.7 982,379 7.8 119.7 1.4 3.0 1.7 31.1 757,331 6.0 289,836 2.30 

2003 
(平成 15) 

年 
1,123,610 8.9 105.5 1,014,951 8.0 119.1 0.9 3.0 1.7 30.5 740,191 5.9 283,854 2.25 

2004 
(平成 16) 

年 
1,110,721 8.8 105.2 1,028,602 8.2 118.2 0.7 2.8 1.5 30.0 720,417 6.7 270,804 2.15 

全 

国 

2005 
(平成 17) 

年 
1,062,530 8.4 105.3 1,083,796 8.6 117.3 -0.2 2.8 1.4 29.1 714,265 5.7 261,917 2.08 

注１：出生率、死亡率、自然増加率、婚姻率及び離婚率は人口千人に対する値。 

注２：出生性比及び死亡性比は女性 100 に対する男性。 

注３：乳児死亡率及び新生児死亡率は出生千に対する値。 

注４：死産率は出産（出生＋死産）千に対する値。自然死産・人口死産の両方を含む。 

 

資料：東京都福祉保健局「人口動態統計年報」 

厚生労働省「人口動態統計」   
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付表０－３ 年齢別人口（都・全国） 

＜都＞ 

区  分 女性（千人）構成比（％）男性（千人）構成比（％） 性 比 

総    数 6,208 100.0 6,131 100.0 98.8 

0～4 歳 239 3.8 251 4.1 105.2 

5～9 歳 240 3.9 253 4.1 105.2 

10～14 歳 234 3.8 244 4.0 104.5 

15～19 歳 247 4.0 258 4.2 104.2 

20～24 歳 373 6.0 397 6.5 106.4 

25～29 歳 470 7.6 511 8.3 108.8 

30～34 歳 541 8.7 582 9.5 107.4 

35～39 歳 530 8.5 573 9.3 108.2 

40～44 歳 422 6.8 467 7.6 110.6 

45～49 歳 358 5.8 386 6.3 107.7 

50～54 歳 352 5.7 369 6.0 105.0 

55～59 歳 472 7.6 484 7.9 102.6 

60～64 歳 387 6.2 368 6.0 95.1 

65～69 歳 375 6.0 333 5.4 88.8 

70～74 歳 340 5.5 282 4.6 83.1 

75～79 歳 263 4.2 192 3.1 72.9 

80 歳以上 366 5.9 181 3.0 49.6 

＜全国＞ 

区  分 女性（万人）構成比（％）男性（万人）構成比（％） 性 比 

総    数 6,544 100.0 6,233 100.0 95.2 

0～4 歳 269 4.1 282 4.5 105.0 

5～9 歳 289 4.4 304 4.9 105.2 

10～14 歳 293 4.5 308 4.9 105.2 

15～19 歳 313 4.8 330 5.3 105.4 

20～24 歳 356 5.4 375 6.0 105.2 

25～29 歳 394 6.0 407 6.5 103.3 

30～34 歳 476 7.3 489 7.8 102.7 

35～39 歳 459 7.0 468 7.5 102.0 

40～44 歳 396 6.1 402 6.4 101.4 

45～49 歳 384 5.9 386 6.2 100.5 

50～54 歳 422 6.4 420 6.7 99.5 

55～59 歳 546 8.3 536 8.6 98.1 

60～64 歳 418 6.4 396 6.4 94.8 

65～69 歳 398 6.1 364 5.8 91.6 

70～74 歳 368 5.6 313 5.0 85.1 

75～79 歳 308 4.7 233 3.7 75.8 

80～84 歳 231 3.5 135 2.2 58.5 

85 歳以上 225 3.4 85 1.4 37.9 

注１：東京都は平成 18（2006）年１月の人口、全国は平成 18（2006）年 10 月１日現在の推計人口 

注２：単位未満は四捨五入してあるため、合計の数字と内訳の計が一致しない場合もある。 

注３：推計人口とは国勢調査の人口をもとに、その後の人口動向を加味して毎月１日現在の人口を算出したもの。 

注４：性比は女性人口を 100 とした場合の男性人口を表す。 

 

資料：東京都総務局「住民基本台帳による東京都の世帯と人口」平成 19（2006）年１月 

総務省「平成 18（2006）年 10 月 1日現在推計人口」           
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